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１、研究の概要 
私たちは、東京大学木曽観測所で行われた銀河学校２００９に参加し、「星雲を観測し、実際の大

きさを求める」というテーマで研究した。東京大学木曽観測所１０５cmシュミット望遠鏡で星雲を撮
影し、天体画像解析ソフト「マカリィ」により、画像から星雲の実際の大きさを求めた。 
 
２、研究の内容 
研究するにあたって、星雲の観測には、東京大学木曽観測所１０５cm シュミット望遠鏡を利用した。
撮影には 
V-band、B-band、Hα6577の 3つのバンドを使用した。 
シュミット望遠鏡を使って、各バンドごとに星雲の写真を撮影した。研究した星雲は以下の 8個で
あり、それらの Hα6577のバンドで観測した画像を以下に示す。                                                                                                                                                                             

                                
まず、撮影した星雲にある星を天体画像解析ソフト「マカリィ」で測光した。一つの星雲につき５０個

以上の星を測光した。 
各画像データの露出時間はバラバラなので、露出時間５秒としたときの B-bandの測定結果（明る
さ）をｙ軸に、V/B の値（色）をｘ軸にとって HR図を作成した。ｘ軸の値が小さいと青色、大きいと赤
色になる。作成された HR 図をみると、色と明るさに相関があり列を成すことがわかった。このことは、
測光した星は同じ距離にあることをしめしている。また、これらの星は星雲と同じところにあると考え

られる。 
 
３、星雲までの距離を求める 
画像から求めた測定結果の値は、撮影したカメラや、望遠鏡によって変わってしまうので、数値を

標準化する必要がある。そこで、測光標準星領域 SA104 を観測し、星雲にある星との明るさの比
を調べた。標準星の明るさと、主系列星が 10pcにあるときの明るさの比は文献から調べた。こうし
て、10pcにある主系列星と、観測した星の正しい明るさの比を求めた。 
この明るさの比から観測した星までの距離を求めることができる。ここでは、「明るさは距離の２乗に

反比例する」という関係を用いる。次の HR図は、各星雲領域で観測した星と 10ｐcにある主系列
星を比較したものである。 
この HR図の記載順は上記の写真と同じものである。左上から右下に並ぶマークは 10pcにある主
系列星、下の方にある正方形のマークは各星雲領域に見られる星を示している。 



 
４、星雲の実際の大きさを求める 
 
星雲の大きさ（見かけの角度）を求めるために、円弧を求める式 h＝2πr×θ/360 を用いた。この
式は、実際には円弧の長さ h’を求めることになるが、角度θが小さいときは h とｈ‘の大きさの差は
無視できるほどに小さい。 
なお角度は、撮影した星雲の直径のピクセル数と、東京大学木曽観測所 105cmシュミット望遠

鏡のカメラのピクセル数 2048 ピクセル、画角（５/６度）と比較し求めた。 
例：Sh2-282の場合 

まず、観測した画像から Sh2-282 の直径の画素数を求め、630 ピクセルであった。この値と、カメラの
2048 ピクセルが 5/6 度に相当することを使い、星雲の見かけの大きさが、 
630×(5/6/2048)＝0.26(度) 
と求められる。距離は 239.88(pc)なので、これらの値を上記の円弧を求める式に代入すると星雲の実
際の大きさを求めることができる。 
h＝2π×239.88(pc)×0.26/360≒1.1(pc) 
 
５、結果 
このようにして求めた 8つの星雲の距離と大きさを以下に表す。 

 
 
６、まとめ 
8 つの星雲を観測し、そこから星雲までの距離と実際の大きさを求めた。学会発表では、各星雲の

様子について、実際の大きさを考慮して比較した結果についても報告する。この研究を始めたとき

は、本当に求めることができるのだろうかと不安に思っていたが、なんとかまとめることができた。自

分で考えを見つけだしていくことの難しさと、それを解決できたときの喜びをかみしめることのできた

研究になったと思う。 
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